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❷ 人口の社会増を推進する取組について

動画による情報発信は、本市が有する自然の豊かさや、市
民の皆様の活動の様子などを、臨場感をもって伝えること
ができると考えており、特に＆greenをコンセプトとした
本市のシティプロモーションは、みどりと共にある北本の
暮らしをテーマとしています。

その魅力や暮らしの雰囲気を伝えるには、動画が最適であ
り、関係人口の創出・拡大という目的においても、その重
要性を深く認識しているところです。

YouTubeによる動画配信につきましては、現状、市の公
式YouTubeでは、みどりとまつり、デーノタメ遺跡に関
するイベントの際に作成した動画や、記者会見の録画配信
などを中心に投稿しています。

また、本市では、YouTubeのほかに、市公式インスタグ
ラムのリール機能を活用したショート動画の配信もしてい
ます。本市のリール動画では、ネモフィラの様子や、みど
りとまつりの手話を使ったＰＲ動画なども投稿しておりま
す。

さらに、本市のシティプロモーション専用インスタグラ
ム、＆greenアカウントでは、「市民協働」による魅力発
信も行っております。

本市のシティプロモーション事業「みどりと広報部」は、
北本の魅力をインスタグラムで発信するボランティアによ
り集まった市民ＰＲチームです。

みどりと広報部の皆様が、市内のフィールドワークを通し
て、本市の魅力を発見し、自ら取材した記事を投稿してい
ます。市内の飲食店などをショート動画で魅力的に紹介し
ています。

北本市として、シティプロモーション事業のYouTube動
画配信についてどのよう考えますか？

シティプロモーション事業のYouTube配信について

市がこれほどまでにYoutube・インスタ配信していること
さえ知らない市民の方がいらっしゃいます。是非、定期的
に市のHP紹介という企画をご検討いただき、広く市民に市
の持っている情報の共有化に努めてください。

≪総括≫この実証実験の結果は、路線バスのように運転手不
足と言われ続けている公共交通の一助となるかもしれませ
んので、是非来年度予算化してください。

令和９年度末までの契約期間満了後、新たにデマンドバス
運行契約を締結する場合は、運行事業者を３社に増やし、
使い勝手のよいデマンドバスにするか、若しくは現行駅乗
り入れ許可しているタクシー会社との随意契約をすること
で同じタクシー会社経営の圧迫とはならないようにする等
の方法により、デマンドバスの利用勝手向上を検討して下
さい。

令和７年度予算化された「高齢者の外出支援に関する実証実
験」が、運転者不足という問題に一石を投じると期待していま
すが、現状はいかがでしょうか。

現在の契約期間満了後の運行内容等の変更について、交通
課題や利用者のニーズ等を精査し、必要に応じて検討して
まいりたいと考えております。

高齢者の外出支援に関する実証実験につきましては、おひ
とりでの通院や買い物等に不安を抱える高齢者の方々に対
し、地域の65歳以上の市民の皆様が支援者となり、通院や
買い物の付き添いを送迎含めて行うことで、高齢者の自立
した生活の維持と社会参加の促進を図ることを目的として
おり、本実証実験は、今年度に、期間および場所を限定し
て実施する予定です。現在、北本市社会福祉協議会を事業
の協力団体として選定し、連携して準備を進めているとこ
ろでございます。

デマンドバスの運行につきましては、地域公共交通活性化
協議会において導入の検討を行い、協議会の意見を踏ま
え、既存の公共交通との共存を図り運行することを決め、
平成23年度より本運行を開始しております。

現在2社と令和5年度から令和9年度までの5年間の委託契
約を締結し、運行を行っております。

運行時間の延長につきましては、運行形態が類似している
タクシー事業者等の経営を圧迫するおそれがあること、運
行事業者と契約途中である等のことから、変更する予定は
ございません。

同様に、当日の予約受付時間を運行30分前に短縮すること
につきましても、タクシー事業者等の経営を圧迫するおそ
れがあることや、運転手の休憩時間の確保に支障をきたす
おそれがあること、運行事業者と契約途中である等のこと
から、変更する予定はございません。

令和３年度から令和６年度のデマンドバス利用状況は？
デマンドバスについて

更なる利用拡大に向けて、当日予約は運行30分前まで可能
にするとか、朝と夜の開始時間を少なくとも１時間延長す
るとか、年中無休は評価できるのですが、このような利用
勝手向上を検討して下さい。

令和３年度と令和６年度対比で利用者は微増の状況です。
この結果は、令和５年８月に新型コロナウイルス感染症が
２類から５類に移行したことにより、外出の機会が増えて
きているものととらえております。
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